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引用先 :https://www.akaneohm.com/column/marking/



2.4V

3.3V-2.4V=0.9V

LED を使う回路で必要な抵抗について



100Ω

1ｋΩ

１００Ωと 1ｋΩによる明るさの違い



前ページで、micro:bit を使った Lチカができました。そこで、LEDに

変えて、下のように豆電球やモーターを接続してみましょう。

実は、LEDはうまく制御できても、豆電球や小型モーターを動作さ

せることはできません。それは、micro:bit の端子から供給できる

電流は２０ｍAと少なく、豆電球やモーターは数百ｍAの電流を必

要なためです。したがって、直接駆動できません。そこで、トラン

ジスタを使ったスイッチング回路を組んでみましょう。

トランジスタとは

様々なトランジスタがありますが、ここで

示したのは代表的なNPN型トランジスタ

です。３本の足があり、それぞれベース（B)、

コレクタ（C)、エミッタ（E）になります。

トランジスタの働き（スイッチとしての働き）

　Bに電流を流さない場合は、C～ Eが絶縁状態です。

これに対して、B～ Eに電流を流すことで、C～ E間で

電流が流れるようになります。これをスイッチングと言います。
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B に電圧を加えていない時 Bに電圧を加えた時

C～ Eに電流が流れない C～ Eに大きな電流が流れる
B ～ E 間の電流が増幅され、
C～ E間に電流が流れる。

豆電球を点めつさせてみよう
次の部品を使って、作成します。
　　トランジスタ　２SC１８１５
　　抵抗　　　　　１ｋΩ
　　豆電球
　トランジスタの増幅率から豆電球へ流す電流値を

　計算し、抵抗を設けますが、ここでは詳しくふれ

　ません。

※抵抗をつけないと、トランジスタに大電流が流れて

　燃えるので注意！　　

　
micro:bit

　　P0

　　GND

1ｋΩ 豆電球

3V



ランプシェード　回路図
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半田付け後の形をチェック！



1　抵抗の半田付け

　抵抗値に気をつけながら、

部品を差し込み、半田付け。

2　トランジスタの半田付け

　上から見た欠けた部分に注意

しながら、部品を差し込みます。

3つともに、同じ部品です。

3　LED の半田付け

　リード線の下に「＋、－」の表示

がありますので、写真のように

左側に「－」、右側に「＋」がそろう

ようにして 6カ所半田付けします。

4　スイッチの半田付け

    （※現在の製品は実装済み）

5　気象センサーの半田付け

6　電池ボックスの半田付けとネジどめ

VCC,GND,SCL,SDA の 4カ所にピンを取り付け、ハンダ付け。

その後、写真のようにして、基板に取り付け、さらに裏側から

ハンダ付けをする。



カバーののり付け・組み立ては、基板が正常に動いているのを確認してから行いましょう。

外部電源用コード

USB 端子へ

プログラム時

コンピューターUSB 端子へ

単 3電池　3本

電池使用時のスイッチ



LED　赤

LED　緑

LED　青

人感センサー

気象センサー

接続ピン　　　　制御の仕方

P16 出力

P1  出力

P15 出力

P14 入力

I2C 通信

デジタル　または　アナログ

デジタル　または　アナログ

デジタル　または　アナログ

デジタル

BMP280　BME280 専用ブロック

1　LED、人感センサー、気象センサーの仕様

それぞれの部品は、micro:bit のピンとつながっています。

ピン番号と、制御の方法は次の通りになっています。

2　LED の制御（デジタル）

LEDの ON/OFF は、それぞれの色のピン番号へ 1，0を書き込む

ことでできます。3色を組み合わせることで、様々な色ができます。

赤・緑・青の点灯の場合

赤・緑・青の消灯の場合



赤、緑、青の LEDを組み合わせて、次の色を作ってみよう

赤　

緑

青

黄色

水色

ピンク

白

分かったこと



4　人感センサーの利用方法

　次のデジタル入力を使用します。検出結果を、1（真）と 0（偽）

で返すセンサーです。

通常、状態を確認する場合は、「数を表示」

条件分岐を行うには「～ならば～でなければ」というブロックを使用します。

5　気象センサー（BMP280）の利用方法

　最初に、拡張ブロックを読み込みます。右上の歯車マークから、

「拡張機能」→「BMP280 と入力し検索」→画像をクリック

上から、

temperature( 温度）

pressure（気圧）※

この 2つのブロックだけで制御

可能

※　気圧は Pa（パスカル）

天気予報などで使用している

のは、hPa（ヘクトパスカル）

なので、1／ 100 する。



課題　

1　micro:bit の LED に、温度・気圧を表示してみましょう。

2　人が来たら点灯するランプシェードを作りましょう。



3　LED の制御（アナログ）

0～ 1023 までの値を書き込みすることで、それぞれの

LEDの明るさを制御できます。デジタルに比べて、さらに

細かな色の組合せや、明るさを調整できます。

アナログ出力は、PWM制御という高速のON/OFF（パルス）で

行っています。micro:bit 標準のままでは、20m秒のために、

LEDがちらついて見えてしまいます。そこで、「パルス周期を

設定」でより高速で制御するようにすると、ちらつかなくなります。

6　micro:bit 搭載のセンサーを利用

micro:bit 本体には、

　・明るさセンサー

　・音センサー

　・傾き（振動）センサー

などが初めから載っています。

また、Bluetooth 通信機能もあります。

これを使うことで、

・暗くなったら自動で点灯するライト

・音とともに色や明るさが変化するライト

・micro:bit2 つを使って、リモコンライト

などを作れます。



課題

暗くなったら LEDが点灯し、明るくなったら LEDが消灯するランプシェードを作りましょう。

持ち歩いているときだけ、点灯するランプシェードを作りましょう。







はじめ

ゴール

前へ１マス

前へ１マス

前へ１マス

左へ９０°

右へ９０°

終わり



くり返し　おわり

ゴール

はじめ

前へ１マス

前へ１マス

左へ９０°

右へ９０°

終わり

４回くり返す



ゴール

はじめ

前へ１マス

左へ９０°

障がい物は

あるか？

NO

YES



より分かりやすいプログラムにするには





ホームページ

https://eureka.niigata.jp/


